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感染の様式

集団レベルの感染

個体レベルの感染

細胞レベルの感染

集団レベルの感染①
地域限局流行（風土病：エンデミック）と汎発性流行（パンデミック）

インフルエンザの流行
AIDSの蔓延

●Ehrlichia sennetsu感染症：鏡熱（熊本県），日向熱（宮崎県）

●Orientia tsutsugamushiによる古典的つつが虫病：信濃川・阿賀野川
（新潟県），最上川（山形県），雄物川（秋田県）流域

集団レベルの感染②

市中感染（community-acquired infection）と

院内感染（nosocomial infection）

集団レベルの感染③

• 家族内感染
• 輸入感染

etc.

個体レベルの感染

• 一次感染と二次感染（続発感染）

• 混合感染

• 菌交代症

• 日和見感染

• 内因感染（異所性感染）と外因感染

• 局所感染・全身感染・巣感染

• 顕性感染と不顕性感染

• 急性感染・慢性感染・持続感染・潜伏感染・遅発感染・

回帰発症

個体レベルでの感染の定義

感染（infection）

発症（overt infection）

感染症（infectious desease）

微生物が生体に侵入して定着し，生体を増殖の場として
活動を始め，生体に何らかの反応を引き起こしたとき

感染によって引き起こされる疾病

感染の結果，生体が病理学的あるいは機能的な障害を受け，
自覚的・他覚的に症状を呈した場合
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感染源（病原体）

感染経路

侵入門戸

定着・増殖

毒素（病原因子）産生 and/or 細胞内増殖

発症（顕性感染）

死亡

感染防御免疫の成立

細胞内侵入

不顕性感染

治癒 保菌者（キャリアー）

感染の成立から発症へのプロセス

回帰発症

（潜伏期）

（潜伏感染）

個体レベルの感染

• 一次感染と二次感染（続発感染）

• 混合感染

• 菌交代症

• 日和見感染

• 内因感染（異所性感染）と外因感染

• 局所感染・全身感染・巣感染

• 顕性感染と不顕性感染

• 急性感染・慢性感染・持続感染・潜伏感染・遅発感染・

回帰発症

（常在菌が関与）

宿主・病原体関係 host-pathogen relationship

微生物が病気をおこす力
（ヴィルレンス）

宿主の抵抗力

発病

病気にならない

綱引きモデル

宿主・病原体関係：天秤モデル

宿主の抵抗力ヴィルレンス

発症しない発症

顕性感染：麻疹など

宿主の抵抗力

ヴィルレンスヴィルレンス

発症

不顕性感染：日本脳炎・ポリオなど

宿主の抵抗力

ヴィルレンス

発症しない

発症はしないが，抗体が検出される
（獲得免疫が成立する）など，生体と
しての反応（感染）は起こっているこ
とに注意。
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日和見感染

ヴィルレンス

宿主の抵抗力

発病

易感染性宿主

＝

Compromised host

急性・慢性・持続・遅発・潜伏感染・回帰発症

Acute infection (Influenza)

Acute and slow infection (Measles and SSPE)

Latent infection (Herpeses)

Chronic infection (hepatitis C)

Chronic infection and late disease (leukemia)

Slow infection (Creutzfeld-Jacob disease)

recurrence

潜伏感染（単純疱疹の場合）

外陰部ヘルペス

臀部ヘルペス

外陰部ヘルペス

口唇ヘルペス

潜伏感染（帯状疱疹と水痘の場合）

臀部帯状疱疹

水痘疹

VZV (Varicella Zoster virus)の初
感染は水痘（全身性疾患）となる。

潜伏感染しているVZV が再活性
化され、帯状疱疹となる。

VZVの潜伏感染→回帰発症

再活性化

神経節・神経細胞体知覚神経皮膚・粘膜の水疱

デルマトーム
（知覚神経支配領域）

内因性感染の例：大腸菌

① ②

①ふつうではない大腸菌の場合

②腸管内ではないところに迷入した場合

ふつうの大腸菌が腸管内にいても病気を起こさない。
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①ふつうではない大腸菌の場合

→病気を起こす特殊な能力を獲得した大腸菌

＝病原性大腸菌（腸管病原性大腸菌，下痢原性大腸菌）

(Ｏ抗原)

②腸管内ではないところに迷入した場合

内因性感染（異所性感染）

②腸管内ではないところに迷入した場合

１）尿路系：尿道炎，ぼうこう炎，腎盂炎

２）胆道系：胆のう炎，胆管炎

３）腸管穿孔による場合：汎発性腹膜炎

４）新生児への垂直感染→髄膜炎，肺炎など

★実は，尿路感染ではPap線毛・S線毛など，新生児髄膜炎では
K1莢膜抗原陽性のものが多く，特別な定着因子を持っている
大腸菌ではないのか，と言われてきております。

細胞レベルでの感染

• 細胞内寄生

– 細胞レベルで感染しても、個体レベルで感染
症を発症するとは限らない。

• 組織（臓器）寄生

– 管腔臓器の表面への寄生は感染症を引き起
こすとは限らない。

ウイルス感染による細胞の変化

巨細胞 (Giant cell) 封入体 (Inclusion body)

宿題：「○○感染」の持つ意味

ご自分で考えてみましょう。
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